
井

久
ト

半
三

主催：小木まちづくり協議会
事務局　小木行政サービスセンター内

ワークショップ実施日 
2026 年 1 月 20 日／ 2 月 7 日

「町を舞台に」重要伝統的建造物群保存地区選定の町並みを120％活かす未来をデザインした
報告書

おぎまちみらいかいぎ
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消防車が入れるよう整備
通りからの景観を守り
稲荷町・琴平町の防災拠点
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田
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パーク＆ウォーキング

スマホ対応・カーシェアリング

パーク＆ウォーキング

スマホ対応・カーシェアリング

本町通りのどこかに拠点ができている

全てのエリアで
一人ひとりが
一箱のお店を出す

木崎神社は后神社。
この物語が磨かれ注目の聖地となる。
世界遺産の佐渡金山とのつながりが、大いに語ら
れる。語る主は「コノハナサクヤヒメ」。
桜の花が咲き誇るように美しい后が語り出す。

　一人ひとりが町のあちこちで小さ
な小さなお店を開く『プチ七日市』
がかわいいと島内の若者に人気に
なっていて、知らず知らずのうちに
まちを歩き回って小木町のファンに
なっている。

「住民が小木町の魅力を持ち寄る基地」
「全員ガイドの基地」
「写真アーカイブの拠点」
「やさしい人情でもてなす資源プロデュース基地」
「まちづくり法人の基地」

町
を
舞
台
に
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
小
木
町
の
未
来
像
を
考
え
た

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
話
し
合
わ
れ
た
も
の
を
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。

お
ぎ
ま
ち
み
ら
い
ま
っ
ぷ

おぎまちみらいかいぎ
主催：小木まちづくり協議会

ガイド本と
スマホで歩けるように
なっている

たらい舟の体験に加え
小木おけさ、そば打ち
竹かごづくり、謎解きまちあるき
など体験メニューを充実

たらい舟は、小木町にとって
大切なブランド。
活用策を常に考えていきたい。

家印が各家について
町並みを彩っている
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消防車が入れるよう整備
通りからの景観を守り
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スマホ対応・カーシェアリング

照覚寺・安隆寺周辺ほか景観ポイントが
発掘・整備されている

まちのひとみんなが
ガイドできている

みんなの庭

小学生がチャレンジショップ

鬼太鼓長屋・ものづくり長屋

生ゴミを堆肥にする
コンポストを設置。
住民みんなが関わる。

家印が各家について
町並みを彩っている

建物の歴史ストーリー
まち歩き

↑この色がついている
建物は、個別に調査が
入り解説がある。
ひとつづつ許可を得た
ところからストーリー
をつくりたい。

3
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町
人
文
化
を
町
人
自
ら
が
伝
え
る
基
地
を
中
心
に

町
全
体
で
、
や
さ
し
く
お
お
ら
か
な
人
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

未
来
の
デ
ザ
イ
ン

●
基
地
に
は
ま
ち
の
人
一
人
ひ
と
り
が
好
き
な
ス

ポ
ッ
ト
・
町
並
み
・
景
観
が
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

●
町
人
文
化
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
材
し
た

記
事
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

●
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
の
拠
点
が
空
き
家
を
活
用
し

て
運
営
さ
れ
、
働
く
代
わ
り
に
無
料
で
滞
在
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
は

フ
ォ
ト
コ
ン
も
開
催
。

●
ま
ち
の
人
が
自
分
の
ま
ち
を
よ
く
知
り
、
全
員

が
ガ
イ
ド
役
と
な
っ
て
い
る
。

●
芸
能
・
工
芸
・
食
に
関
す
る
展
示
を
行
い
、
体

験
や
食
事
、
土
産
物
購
入
が
で
き
る
場
所
を
空
き

家
を
活
用
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
い
。
こ
の
場
を

演
出
す
る
の
は
小
木
町
の
「
や
さ
し
い
人
情
」。

●
リ
ア
ル
な
今
の
町
人
文
化
に
出
会
え
る
『
プ
チ

七
日
市
』
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が

町
の
あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
小
さ
な
お
店
を
開
く

『
プ
チ
七
日
市
』
が
か
わ
い
い
と
島
内
の
若
者
に

人
気
に
な
っ
て
い
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

ま
ち
を
歩
き
回
っ
て
小
木
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

い
る
。

歩
い
て
楽
し
い
工
夫
が
さ
り
げ
な
く

「
ま
ち
の
現
場
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
」
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

未
来
の
デ
ザ
イ
ン

●
「
金
の
積
出
港
」
と
「
小
木
町
の
祭
礼
」
の
物

語
を
磨
き
上
げ
、
全
国
の
注
目
を
集
め
て
修
復
優

先
度
が
あ
が
っ
た
木
崎
神
社
は
、
ま
ち
歩
き
の
拠

点
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
る
。

　
修
復
の
費
用
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

全
国
か
ら
集
め
る
こ
と
も
可
能
。
佐
渡
市
と
連
携

し
て
「
文
化
財
保
護
」
を
目
的
と
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（G

CF

）

で
の
実
施
も
検
討
し
た
い
。

●
歩
く
だ
け
で
は
な
く
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

年
間
を
通
し
て
計
画
さ
れ
「
決
ま
っ
た
日
に
こ
こ

で
体
験
で
き
る
」
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
（
た
ら

い
舟
・
そ
ば
打
ち
・
小
木
お
け
さ
・
竹
籠
づ
く
り
・

土
人
形
絵
付
け
・
謎
解
き
）。

●
『
小
木
町
の
歩
き
方
』
定
番
本
を
基
軸
に
、
詳

細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
！
古
い
写
真
も
そ
の
場
で
ス

マ
ホ
を
か
ざ
す
だ
け
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。ア
プ
リ
化
さ
れ
た『
小
木
町
の
歩
き
方
』は
、

出
会
っ
た
小
路
の
名
前
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て

く
れ
る
上
に
、
多
言
語
対
応
と
な
っ
て
い
て
、
お

木
崎
神
社
は
重
要
な
鍵
。

こ
こ
か
ら
ま
ち
歩
き
の

大
き
な
う
ね
り
が
育
っ
て
い
く
。

土
産
も
提
案
し
て
く
れ
る
。

●
『
歩
い
て
み
た
い
・
ま
た
歩
き
に
き
て
み
た

い
』
と
期
待
感
を
高
め
て
誘
う
日
々
の
情
報
発
信

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
そ
こ
そ
こ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
得
て

い
る
。

●
田
楽
提
灯
で
ほ
か
の
ま
ち
と
比
べ
て
『
明
る
い

夜・通
り
』に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
活
か
し
た
『
夜

の
ま
ち
歩
き
』
に
フ
ァ
ン
が
定
着
し
て
い
る
。
夜

間
の
経
済
活
動
を
活
性
化
で
き
る
（
ナ
イ
ト
エ
コ

ノ
ミ
ー
）。

●
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
『
建
物
の
歴
史
ス

后神社物語

全員ガイド化 デジタル＆アナログ
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ト
ー
リ
ー
ま
ち
歩
き
』
が
建
築
マ
ニ
ア
を
核
に
広

が
り
、
特
に
修
復
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
定
期
的
に
報
道
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。（
※
『
佐
渡
市
小
木
町 

伝
統
的
建

造
物
群
保
存
対
策
調
査
報
告
書
』
に
個
別
解
説
が

　
木
崎
神
社
は
、
佐
渡
代
官
の
大
久
保
長
安

が
佐
渡
金
銀
山
【
世
界
遺
産
】
の
反
映
と

金
銀
輸
送
の
安
全
を
祈
願
し
、
慶
長
14
年

（
一
六
〇
九
年
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
祭

神
は
木
花
開
耶
姫
命
（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ

め
の
み
こ
と
）
で
、
古
く
は
后
神
社
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

が
、ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫
の
正
妻（
＝
后
）だ
っ

た
こ
と
か
ら
「
后
神
社
」
と
も
記
さ
れ
た
の

で
す
。
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
よ
う
に
美
し
い

「
后
」
が
木
崎
神
社
の
祭
神
で
す
。
ま
た
コ

ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
父
は
「
山
の
神
」
で

す
。
金
銀
山
か
ら
の
輸
送
で
一
時
保
管
庫
の

役
割
を
果
た
し
た
后
神
社
で
す
か
ら
、
父
か

ら
娘
へ
と
つ
な
げ
た
「
繁
栄
の
リ
レ
ー
」
を

物
語
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
。

繁
栄
（
金
）
の
リ
レ
ー
を
つ
な
ぐ

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
よ
う
に

美
し
い
后
を
語
ろ
う
！

（イラストはイメージ）

あ
り
、
許
可
を
得
た
と
こ
ろ
を
手
始
め
に
）

●
「
コ
コ
だ
け
な
ら
私
に
ガ
イ
ド
さ
せ
て
講
座
」

や
「
町
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
開
か
れ
、『
全

員
ガ
イ
ド
』
に
し
な
し
な
と
近
づ
い
て
い
く
。

●
ま
ち
歩
き
の
「
ガ
イ
ド
人
材
」「
コ
ン
テ
ン
ツ
」

生
態
系
再
生
を
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
が

農
業
・
漁
業
・
林
業
の
分
野
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

未
来
の
デ
ザ
イ
ン

●
小
木
の
食
を
育
て
る
に
は
、
食
べ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
「
農
」「
漁
」
の
現
場

を
知
る
こ
と
が
重
要
で
、
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
や
売
り
方
に
に
工
夫
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、

ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

●
釣
り
の
観
光
客
が
釣
っ
た
魚
を
漁
協
に
持
っ
て

行
く
と
、
町
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
が
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

●
小
木
町
の
「
祭
礼
な
ど
の
非
日
常
（
ハ
レ
）」

と
「
生
業
や
居
住
な
ど
の
日
常
（
ケ
）
が
港
町
と

し
て
の
歴
史
や
空
間
構
成
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。【
生

活
観
光
ツ
ア
ー
】

●
地
域
の
自
然
環
境
保
全
、
独
自
文
化
、
住
民
生

活
へ
の
配
慮
、
観
光
業
の
活
性
化
を
両
立
さ
せ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
人
気
が
高
ま
っ

て
い
る
。
竹
林
の
現
場
に
も
行
っ
て
み
よ
う
。

を
常
に
生
み
出
す
仕
組
み
が
回
り
続
け
て
い
る
。

そ
の
源
泉
は
、「
あ
る
く
み
る
き
く
」
と
題
し
た

足
を
使
っ
て
現
場
を
調
査
し
、
写
真
・
動
画
に
記

録
し
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
話
を
聞
い
て
テ
キ
ス
ト
に

す
る
活
動
。

生
活
観
光
ツ
ア
ー
も
！

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
関
心
が
そ
れ
ほ
ど

高
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
小
木
町
の
大
地
が
語
る
物

語
（
砂
州
に
よ
っ
て
陸
地
と
地
続
き
に
な
っ
た
城

山
（
陸
繋
島
）
と
内
の
澗
・
外
の
澗
）・（
佐
渡
小

木
地
震
）（
復
興
の
創
意
工
夫
・
三
味
線
堀
・
町

並
み
・
石
垣
）
に
も
着
目
し
た
い
。
ま
ち
の
形
成

に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

建物の歴史ストーリーまち歩き

夜のまち歩き（ナイトエコノミー）
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小
木
独
自
の
文
化
（
芸
能
・
工
芸
・
食
）
は

記
録
し
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
力
・
行
政
・
大
学
と
の
連
携
で
守
ら
れ
て
い
る
。

●
小
木
町
は
北
前
船
に
よ
っ
て
上
方
文
化
が
直
輸

入
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
地
芝
居
（
農
村
歌
舞

伎
）」
が
あ
り
、
小
木
歌
舞
伎
と
し
て
独
自
に
発

展
し
、
佐
渡
の
歌
舞
伎
の
重
要
な
源
流
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
小
木
歌
舞
伎
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
上

演
風
景
を
再
現
す
る
な
ど
「
小
木
独
自
の
文
化
」

の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
展
示
す
る
場
所
の
設
置
を
提

案
。
琴
平
座・
祭
り
だ
な（
屋
台
）も
同
様
に
ア
ー

カ
イ
ブ
化
が
必
要
で
、【
木
崎
神
社
神
輿
・
小
獅

子
舞
・
大
獅
子
舞
・
鬼
太
鼓
・
小
木
お
け
さ
ほ
か
】

も
現
役
の
う
ち
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
お
く
必
要

性
を
感
じ
る
。（
※
か
つ
て
は「
棚
芝
居
」が
本
町・

中
町
・
諏
訪
町
で
行
わ
れ
て
い
た
）

●
小
木
港
ま
つ
り
の
祭
礼
を
彩
る
芸
能
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
外
か
ら
の
「
手
伝
い
」「
子
ど
も
の

参
加
」
を
促
す
仕
組
み
が
整
い
、
人
口
減
少
に
よ

る
消
滅
を
免
れ
て
い
る
。

●
竹
細
工
は
か
つ
て
小
木
の
真
竹
を
本
土
に
送
っ

て
い
た
ほ
ど
材
料
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
今
は

放
置
竹
林
が
増
え
る
様
子
に
心
が
痛
む
。
佐
渡
御

用
籠
が
再
び
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
や
竹
製
お
け
さ

人
形
の
復
活
を
願
う
が
、
大
学
と
の
連
携
・
協
力

な
ど
文
化
面
・
教
育
面
で
残
し
た
い
。
体
験
学
習

が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
資
金
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

●
小
木
そ
ば
に
は
、「
た
ば
こ
の
裏
作
だ
っ
た
」

な
ど
独
自
の
物
語
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
。

●
経
島
せ
ん
べ
い
・
あ
や
め
団
子
な
ど
昔
の
食
の

復
活
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

●
わ
か
め
・
岩
の
り
は
、
材
料
の
確
保
な
ど
課
題

が
あ
り
、「
産
官
学
と
の
連
携
・
協
働
」「
大
手
企

業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
」
な
ど
外
の
力
が
必
要
。

●
小
木
海
岸
で
の
「
岩
ガ
キ
の
養
殖
」
が
試
験
的

に
始
ま
っ
て
い
た
の
が
、
新
た
な
小
木
町
の
特
産

に
な
っ
て
い
る
。（
現
在
は
試
験
的
）

未
来
の
デ
ザ
イ
ン

食
竹細工
体験

文化アーカイブ小木歌舞伎 棚芝居

放置竹林 佐渡御用籠・おけさ人形

竹細工の技術を守るには放置竹林から始める

真竹の産地だった竹林を再生→教育・体験学習

竹細工ワークショップ
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安
心
で
わ
く
わ
く
す
る「
空
き
家
」
活
用
と
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で

新
し
い
事
業
領
域
を
少
し
広
げ
、

地
域
と
生
活
資
源
の
循
環
が
図
ら
れ
て
い
る
。

小
さ
い
町
に
た
く
さ
ん
の
組
織
が
あ
り
、

新
し
い
組
織
を
つ
く
っ
て

連
携
す
る
面
倒
や
手
順
を
増
や
す
よ
り
も
、

シ
ン
プ
ル
に
運
営
が
で
き
る
方
向
に

進
ん
だ
ほ
う
が
未
来
は
明
る
い
。

●
空
き
家
の
流
動
性
を
高
め
、
危
な
い
空
き
家
を

つ
く
ら
な
い
仕
組
み
が
必
要
。
島
外
の
家
主
さ
ん

と
つ
な
ぐ
地
元
の
人
が
活
躍
す
る
。
さ
ら
に
重
要

な
点
は
、
空
き
家
に
な
ん
と
か
借
り
て
く
れ
る
人

を
探
す
の
で
は
な
く
、「
人
」
の
や
り
た
い
こ
と

を
起
点
に
空
き
家
を
活
用
す
る
逆
発
想
の
マ
ッ
チ

ン
グ
。
空
き
家
情
報
を
公
開
す
る
に
も
、
ど
ん
な

危
険
が
起
き
る
か
心
配
。
誰
に
で
も
貸
せ
る
と

い
う
こ
と
に
は
多
く
の
場
合
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か

ら
。

●
芸
能
の
担
い
手
を
優
遇
す
る
「
お
ん
で
こ
長

屋
」、
も
の
づ
く
り
の
担
い
手
を
優
遇
す
る
「
も

の
づ
く
り
長
屋
」
が
で
き
、
小
木
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
制
度
や
職
人
に
会
う
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
そ
れ
ら

を
支
え
る
事
業
が
い
く
つ
か
生
ま
れ
て
い
る
。
わ

く
わ
く
す
る
空
き
家
活
用
が
生
ま
れ
て
欲
し
い
。

●
扇
の
市
を
き
っ
か
け
に
空
き
家
を
活
用
す
る
多

様
な
業
態
の
店
舗
が
生
ま
れ
る
。

●
持
続
可
能
な
事
務
局
力
を
高
め
（
協
力
隊
な

ど
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
す
る
た
め
の
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

●
駐
車
場
管
理
を
行
う
な
ど
安
定
的
な
資
金
が
確

保
さ
れ
た
法
人
の
設
立
を
進
め
る
。

●
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
）

を
進
め
る
事
業
を
行
う
（
石
見
銀
山
の
事
例
）。

●
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
が
つ
く
ら
れ
、
い
く
つ
か

の
領
域
を
持
つ
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

【
空
き
家
見
守
り
＆
活
用
】【
地
域
育
成
ラ
ボ
（
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
】【
医
療
・
福
祉
支
援
】【
も
の

づ
く
り
支
援
】

●
小
木
町
の
ガ
イ
ド
情
報
・
医
療
情
報
・
生
活
情

報
な
ど
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
共
有
が
便
利
に

な
っ
て
い
る
。

●
小
木
小
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
、
扇
の
市
で

実
験
的
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
が
定
期
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
く
。
次
世
代
の
担
い
手
が
誕
生
す
る
地

域
育
成
ラ
ボ
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
）
と
な
る
。

●
ひ
と
休
み
で
き
る
公
共
の
場
と
し
て
「
み
ん
な

の
庭
」
が
本
町
通
り
町
屋
奥
に
あ
る
石
蔵
の
裏
に

で
き
あ
が
っ
て
い
る
。家
庭
ご
み
を
土
に
還
元
し
、

土
壌
を
豊
か
に
す
る
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
が

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。【
コ
ン
ポ
ス
ト
】

●
竹
林
の
再
生
と
竹
細
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
、
竹
細
工
技
術
を
守
り
な
が
ら
放
置
竹
林

が
起
こ
す
災
害
を
防
ぐ
活
動
に
挑
ん
で
い
る
。

●
一
次
産
業
の
保
護
を
進
め
た
い
。

●
小
比
叡
・
元
小
木
で
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
田
ん

ぼ
を
つ
く
り
た
い
。

未
来
の
デ
ザ
イ
ン



①
参
加
者
の
多
様
性
と

　「
新
し
い
つ
な
が
り
」
へ
の
喜
び

　
最
も
多
く
の
人
が
言
及
し
て
い
た
の
が
、
参
加

者
の
顔
ぶ
れ
が
新
し
く
積
極
的
だ
っ
た
と
少
し
驚

い
て
い
ま
す
。

若
手
・
移
住
者
の
参
画: 

「
若
い
年
代
が
多
い
」「
移

住
さ
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
た
」
と

い
う
声
が
非
常
に
多
く
、
世
代
や
背
景
を
超
え
た

交
流
に
満
足
感
を
得
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
視
点: 

「
自
分
と
は
違
う
視
点
」「
外
部
の

視
点
」
に
触
れ
る
こ
と
で
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
小
木
の
良
さ
を
再
発
見
し
た
と
い
う
意
見

が
目
立
ち
ま
し
た
。

人
柄
の
再
確
認: 

「
小
木
の
人
柄
の
良
さ
が
評
価

さ
れ
て
い
る
」「
み
ん
な
小
木
が
大
好
き
」
と
い
っ

た
、
地
域
へ
の
愛
着
を
再
確
認
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

②
「
地
域
資
源
（
文
化
・
芸
能
・
食
）」
へ
の

　
高
い
関
心

　
小
木
の
未
来
を
考
え
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、特
定
の
資
源
に
意
見
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
伝
統
芸
能: 

「
芸
能
、
工
芸
、
食
、
人
、

地
形
」
を
一
体
的
に
体
験
で
き
る
仕
組
み
の
必

要
性
や
、「
神
社
・
祭
り
」
の
大
切
さ
を
説
く

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

竹
製
品
・
竹
細
工: 

複
数
の
参
加
者
が
竹
細
工

の
価
値
を
再
認
識
し
て
お
り
、
小
木
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
生
活
感
」
の
魅
力: 

観
光
資
源
と
し
て
だ
け

で
な
く
、「
日
々
の
生
活
感
」
そ
の
も
の
に
魅

力
が
あ
る
と
い
う
気
づ
き
も
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

③
地
域
課
題
に
対
す
る
「
危
機
感
」
と

　「
前
向
き
な
姿
勢
」

　
現
状
へ
の
不
安
を
抱
え
つ
つ
も
、
そ
れ
を
ど

う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
が
あ

り
ま
し
た
。

人
口
減
少
と
空
き
家: 

「
空
き
家
の
活
用
」「
人

口
減
少
へ
の
不
安
」
は
共
通
の
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
長
者
と
若
者
の
協
働: 

「
年
長
者
が
若
い
人

の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
協
働
す
る
」「
若
者
は
学

ぶ
姿
勢
を
忘
れ
な
い
」
と
い
っ
た
、
世
代
間
の
歩

み
寄
り
が
必
要
だ
と
い
う
具
体
的
な
気
づ
き
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ: 

イ
ン
フ
ラ
（
無
電
柱
化

な
ど
）
だ
け
で
な
く
、文
化
や
人
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
掛
け
合
わ
せ
を
重
視
す

る
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

④
運
営
面
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
今
後
の
期
待

時
間
の
不
足: 

「
も
っ
と
話
し
た
か
っ
た
」「
1
日

あ
っ
て
も
足
り
な
い
」
と
い
う
意
見
・
感
想
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

実
行
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
へ
の
意
欲: 

「
何
に
つ
な

が
る
か
不
安
」
と
い
う
正
直
な
懸
念
が
あ
る
一
方

で
、「
で
き
る
範
囲
で
実
行
に
移
し
た
い
」「
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
い
」
と
い
う
、
単
な
る

話
し
合
い
に
終
わ
ら
せ
な
い
意
欲
を
も
っ
た
方
も

い
ま
す
。

①
「
参
加
者
の
熱
量
」
と
「
多
様
性
」
は

　
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た

地
元
愛
の
再
確
認: 

参
加
者
全
員
が
「
小
木
が
大

好
き
」
で
あ
る
こ
と
、
真
剣
に
未
来
を
考
え
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
と
い
う
声
が
多
数
。

若
者
の
参
加
へ
の
喜
び: 

特
に
年
配
の
参
加
者
か

ら
「
若
い
人
が
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
」「
若
者
の

パ
ワ
ー
を
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、
希
望
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
属
性: 

漁
師
、
農
業
、
大
工
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
な
ど
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

人
が
対
等
に
話
し
合
え
た
こ
と
へ
の
満
足
度
が
高

い
で
す
。

心
理
的
安
全
性: 

ア
イ
デ
ア
を
否
定
せ
ず
、
相
乗

り
し
て
議
論
で
き
る
「
肩
肘
張
ら
な
い
雰
囲
気
」。

②
最
大
の
気
づ
き
・
課
題
は

　「
誰
が
や
る
の
か
」「
継
続
性
」
だ
っ
た

実
行
者
の
不
在: 

「
ア
イ
デ
ア
は
出
る
が
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
い
な
い
」「
誰
が
や
る
か
が
一
番
難
し
く

大
事
」
と
い
う
意
見
が
頻
出
し
ま
し
た
。

覚
悟
の
必
要
性: 

「
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
、
で
は

誰
も
や
ら
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
認
識
も
持
た
れ

て
い
ま
す
。

組
織
化: 

ア
イ
デ
ア
を
統
合
・
実
現
す
る
た
め
の

「
組
織
」
や
「
拠
点
」
が
必
要
。

継
続
性: 

「
3
ヶ
月
ご
と
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」

「
少
し
ず
つ
で
も
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
継
続
へ
の
意
欲
。

資
金: 

具
体
化
す
る
た
め
の
資
金
面
へ
の
懸
念
。

③
新
し
い
人
材
・
テ
ー
マ
・
価
値
へ
の

　
関
心
が
高
ま
っ
た

デ
ジ
タ
ル
活
用: 

デ
ジ
タ
ル
に
強
い
人
材
の
存
在

や
、
ア
プ
リ
開
発
（
お
ぎ
ア
プ
リ
）
へ
の
期
待
。

歴
史
・
文
化: 

北
前
船
、
町
人
文
化
な
ど
、
歴
史

的
背
景
を
知
る
こ
と
の
面
白
さ
。

共
生
・
自
律: 

「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
（
自
立
共

生
）」「
小
さ
な
自
律
共
生
型
」
と
い
っ
た
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
概
念
へ
の
共
感
。

そ
の
他: 

空
き
家
問
題
、産
業
、コ
ン
ポ
ス
ト
（
農

業
）
な
ど
。

第
1
回
お
ぎ
ま
ち
み
ら
い
か
い
ぎ
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
ふ
り
か
え
り

第
2
回
お
ぎ
ま
ち
み
ら
い
か
い
ぎ
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
ふ
り
か
え
り
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